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雲から降る雨や雪の粒を観測する
「ディスドロメーター」

「ディスドロメーター」って、なに？

雨や雪といった雲から降ってくる水や氷の粒を降水粒子と言います。

気象研究所では、降水粒子を観測するディスドロメーターを使って、

最先端の研究を進めています。

ディスドロメーターは、右の写真のような形をしていて、矢印のところ

で（ア）から（イ）に向かってレーザー光を出しています。このレー

ザー光を、降水粒子がどう遮るかを測ることで、その「数」、「大き

さ」、「落下速度（落ちてくる速さ）」を観測することができます。

雨の粒径分布がわかる！ 降水粒子の種類がわかる！

二重偏波レーダーで推定した「雨の粒径分布」や「降水粒子の種類」の正解として使う

ディスドロメーターで何がわかるの？ どう使うの？

どれくらいの「大きさ」の雨粒が、どれくらいの「数」

降るのか、ということを粒径分布と言います。

実は、雨の降り方には色々あって、雨粒の成長のしかた

によって、どの大きさの雨粒がどれくらい多いか（つま

り、粒径分布）が違います。逆に、粒径分布がわかれば、

雨の成長の仕方や、雨の強さを考えることができます。

ディスドロメーターを使うと、この粒径分布を観測する

ことができます。

雨や雪などの降水粒子は、どれも、幅が大きくなるほど

早く落ちてくるといった関係があります。しかし、降水

粒子の種類によって、落ちてくるときの空気からの力の

受け方に違いがあるため、「落下速度」と「大きさ」の

関係に違いが出ます。例えば、雪は雨に比べて、同じ大

きさの粒でもゆっくり落ちてきます（下の図の黒い○）。

ディスドロメーターで、この違いを観測することで、降

水粒子の種類を調べることができます。

気象研究所では、二重偏波レーダーという新しいレーダーを使って、雨の粒径

分布や降水粒子の種類を推定する方法を研究しています。この方法が正しいか

確認するために、ディスドロメーターの観測結果を正解として使っています。

ディスドロメーターの観測範囲は手のひら程度しかありませんが、二重偏波

レーダーによって、雨の粒径分布や、雲の中の降水粒子の種類が分かるように

なれば、広い範囲（半径150㎞）のどこにどのくらい危険な雨雲があるのか分

かるようになると期待されます。
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積乱雲からの雨の降り方
・幅1.7㎜くらいの雨粒が一番多い

・幅3㎜を超える大きな雨粒も多い

・全体的に粒が多い

台風の雲からの雨の降り方
・幅0.7㎜くらいの雨粒が一番多い

・幅3㎜を超える大きな雨粒は少ない

・似た大きさの雨粒が同じくらいある

雪の関係

ある大きさの粒が

どの速さで落ちてくるかで

降水粒子の種類が分かる

雨の「落下速度」と「大きさ」

の関係（幅4㎜の雨粒は1秒で

10mくらい落ちる）

雪の「落下速度」と「大きさ」の

関係（幅4mmの雪は1秒で1.5mくら

いしか落ちない）
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はれるん

気象庁ホームページより

雨の降り方も色々

（イ） （ア）

くも ふ あめ ゆき つぶ かんそく

あめ ゆき くも ふ こおりみず つぶ こうすいりゅうし い

きしょうけんきゅうしょ こうすいりゅうし かんそく

かんそく

さいせんたん けんきゅう すす

みぎ しゃしん かたち やじるし

む こう だ

こうすいりゅうし さえぎ はか かず おお

らっか そくど お はや

おお あまつぶ かず

ふ りゅうけいぶんぷ い

じつ ふあめ かた いろいろ あまつぶ せいちょう

おお あまつぶ おお

りゅうけいぶんぷ りゅうけいぶんぷちが ぎゃく

あめ せいちょう あめ つよ かんが

つか りゅうけいぶんぷ かんそく

あめ ふ かた いろいろ

あめ ふ かたくもたいふう あめ ふ かた

あめ ゆき こうすいりゅうし おおはば

はや お かんけい こうすい

くうきしゅるいりゅうし お ちから

う かた ちが

ちが

らっか そくど おお

かんけい で たと ゆき あめ くら おな おお

つぶ お した ず くろ

ちが かんそく りゅう

すい ぶんし しゅるい しら

おお つぶ

はや お

こうすいりゅうし しゅるい わ

おおそくどらっか

かんけい はば あまつぶ びょう

そくどらっか

かんけい

ゆき おお

はば ゆき びょう

お

せきらんうん

にじゅうへんぱ りゅうけいぶんぷあめ こうすいりゅうし しゅるい せいかい つか

きしょうけんきゅうしょ にじゅうへんぱ あたら あめつか りゅうけい

つか

ぶんぷ こうすいりゅうし しゅるい すいてい ほうほう けんきゅう ほうほう ただ

かくにん かんそくけっか せいかい

かんそくはんい て ていど にじゅうへんぱ

あめ りゅうけいぶんぷ こうすいりゅうしくも なか しゅるい わ

ひろ はんい はんけい きけん あまぐも わ

すいてい

ゆき かんけい

ら
っ
か

そ
く
ど

おおおお

ら
っ
か

そ
く
ど

つ
ぶ

か
ず

つ
ぶ

か
ず

ら
っ
か

そ
く
ど

おお

しかた

あめ

お

きしょうちょう

はば あまつぶ いちばん おお

はば こ おお あまつぶ すく

に おお あまつぶ おな

はば こ おお あまつぶ おお

はば あまつぶ いちばん おお

ぜんたいてき つぶ おお

にじゅうへんぱ

詳しくはこちら

こうすいりゅうし しゅるい

すいちょくへんぱ

すいへいへんぱ

こうすいりゅうし

いそう なみ やま いち ちが あめ つよ

しんぷく ちが こうすい りゅうし かたち
くわ

そうしん

じゅしん

あめ ゆき ひょう

あめ りゅうけいぶんぷ こうすいりゅうし しゅるい

なに つか

つ
ぶ

か
ず

こう

きたい


